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福祉職場のイメージアップ大作戦

福祉フェア＆「介護の日」in Hiroshima 〜夢をもって働こう！〜 より

福祉職場の魅力を伝えたい！
夢をもって働ける職場への取り組み

　夢をもって働ける職場への取り組みを目指して…
　少子高齢社会が進み介護人材不足が深刻になる中で、平成20年11月11日（いい日いい日）に「介護の日」が制定さ
れました。
　この日は、県民の皆さんに、福祉・介護の仕事が『魅力ある仕事』、『やりがいのある仕事』、『日々の自分を成長させ
てくれる仕事』であることを広くわかりやすく伝えていくために、平成21年度事業として「福祉フェア」・「『介護の日』
in Hiroshima 〜夢をもって働こう！〜」の２つのイベントを実施しました。

　福祉職場のイメージアップ大作戦その１

日時：11月14日（土）　
場所：紙屋町シャレオ中央広場
内容：�養成校PR、介護福祉士会によるアトラクション（ボイスパーカッション、ダンス、ファッションショー）、ク

イズ大会、ゲストによる応援歌、ヒーリングコーナー、作業所＆授産施設製品の販売、写真コンテスト等

養生校 PR 風景

福祉職場で働く皆の
ファッションショー

福祉の仕事もプライベートも充実！
ボイスパーカッションを披露

 癒しのヒーリングコーナー  
心も身体も癒された笑顔の参加者

『笑顔』をテーマにした写真コンテスト
イメージキャラクター

『とりお』の発表

福 祉 フ ェ ア
一人ひとりが地域の福祉を支える力であることに気付いていただきたい…そんな思いで企画しました。
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　福祉職場のイメージアップ大作戦その２

日時：11月15日（日）　
場所：広島国際会議場フェニックスホール
内容：�『福祉・介護に携わるすべての人への応援歌』発表、介護福祉士会によるアトラクション（ボイスパーカッション、

介護劇、詩の朗読）、講演会、クリスタルボウルミニコンサート、お笑いライブ、抽選会等
参加者数：657人

★�この２つのイベントは、福祉系養成施設や各関係・協力機関の皆様と一緒に実施することができました。あらためて
心からお礼申しあげます。

　また、今回のイベントに合わせて『福祉・介護に携わるすべての人への応援歌』をつくりました。

　県民の皆さんが、「福祉・介護」にふれることにより、福祉や介護は特別なことではなく、身近に存在することに気
づくことができる！また、福祉の職場や仕事に関する情報を伝えることによって、福祉に携わる人が誇りをもって働い
ている！福祉職のやりがい、魅力を知ることができ、福祉に対する興味・関心が高まる！当センターは、このような『福
祉職場のイメージアップ大作戦』を今後も展開し、福祉・介護に携わるすべての人々を応援していきます。
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若年性認知症をテーマとした介護劇
福祉・介護の現場で働いている人・

これから介護の現場を目指す学生による詩の朗読

福祉・介護に携わるすべての人への応援歌『世界は天使をまっている』
� BY　千松堂（Sen　Show  Dow）

世界は天使をまっている	 心の扉を開けていく	 小さな驚きは今　大きな喜びを生む

あまねく大地に　舞い降りるのを	 無垢な笑顔の君が好き	 小さな羽根を広げ　大きな空の上を

世界に光を　君は天使	 絶やすことのない微笑みは

あまねく全ての人々のもとへ	 全てのハートを包み込む

問合せ先
広島県社会福祉協議会 福祉部 人材研修課　☎082－254－3415

介護の日in Hiroshima〜夢をもって働こう!〜
福祉・介護の仕事は夢をもって働ける仕事、やりがいのある仕事だと知っていただきたい…そんな思いで企画しました。



健康を考え、健康を進め、健康を広げる

白石薬品株式会社
白石商事株式会社
Tel （072）622-8500
Fax（072）622-8510

〒567-0005
大阪府茨木市五日市1-10-33

SHIRAISHI

〒730-0012	 広島市中区上八丁堀7番5号
　　　　　ピロティヒロシマ3階
　　　　　TEL（082）228-6311
　　　　　FAX（082）228-6362
E-Mail:mm-law@mbm.nifty.com

水中・三﨑法律事務所
弁護士　水中　誠三
弁護士　三﨑　和也
弁護士　中原　良子

…　気軽に御相談ください　…

◎パソコン、サーバ等の販売・設置
◎ネットワークの設計・工事
◎パソコン・サーバ・ネットワークの保守
◎消耗品の販売（トナー、コピー用紙等）

NTTデータ カスタマサービス㈱中国支社
〒732-0816
広島市南区比治山本町11番20号
TEL：（082）252-3306 FAX：（082）252-3309

〒730-0014 広島市中区上幟町3番25号レオビル6階
TEL（082）502-0770　　FAX（082）502-0771

久
く

 笠
がさ

 法 律 事 務 所
弁護士　久笠　信雄
弁護士　山手　貴文
弁護士　長谷川栄治
弁護士　山田　純也
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　福祉・介護分野では、個々の事業所の実状がわかりにくいこと、小規模事業所が多いことなどから、福祉・
介護の仕事に就くことを希望されている求職者が、自分にふさわしい職場を見つけにくい状況があります。
　また、事業所・施設の中には、労働環境整備が不十分なため、従事者に対してキャリア展望を示すことが
できていない状況も、一部にあるようです。
　このため、国の福祉・介護人材確保対策の一環として、広島県社会福祉人材育成センターにキャリア支援
専門員を配置し、個々の求職者にふさわしい職場の開拓と、事業所・施設に対して働きやすい職場づくりの
ための支援を行い、求職者の円滑な就職と就職後の職場定着を支援する「福祉・介護人材マッチング支援事
業」（国県委託事業）を開始しました。
　今後、県内のハローワークや各地で開催される就職相談会、あるいは各事業所・施設等に出張・訪問する
などして、求職者と事業所・施設の適切なマッチング（橋渡し）を行い、円滑な就職・職場定着を支援して
いく予定です。
　各関係機関、事業者、県民の皆様のご協力をお願いいたします。

平成21年11月から「福祉・介護人材マッチング支援事業」を始めています

問合せ先
広島県社会福祉協議会 福祉部人材研修課マッチング支援室　☎082−236−8005

○事業概念図

福祉・介護
分野への

就職希望者

広島県社会福祉人材育成センター
キャリア支援専門員

福祉・介護
の職場

関係機関

相談 相談

支援 支援

連携 協力
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社会福祉法人創樹会　福山六方学園
はじめに
　福山六方学園は、1959年10月、福山市水呑町の山あいに誕生しました。当時はまだ、知的な障害のある児童
は就学免除や猶予制度によって学校に通えない時代でした。しかし、「子供たちは家庭で、地域で育つ」と宿舎を「家
庭舎」と名づけました。男子指導員が父兄を、保育士が母姉の役目を担い、家族には一郎もいれば二郎も花子も
います。窓を開ければ隣と「おはよう」が言える家にと、風呂場も銭湯に行くように舎外につくり、洗面器に石
鹸を入れて、雨の日は傘を差して、まさに地域そっくりの仕組みをつくりました。施設から地域の小学校に通学
する県内初の女児が誕生したのもこのころでした。

「百点百点！」
　福山六方学園が、開園以来続けてきたものに創作活動があります。中でも
作陶活動は早くから取り組み、小さな窯で、夜を徹して薪を焚き、子供たち
の作品を素焼きにする作業が続いていました。しかし、時代の流れは授産活
動重視へと移り、創作活動が縮小されていきました。そんな折に出会ったの
が「さをり織り」。「教えないで引き出す」という理念に共感し、1987年２月、

「好きに好きに」の活動がスタートしました。このとき面食らったのがスタッ
フでした。障害のある彼らは実に見事に「好きに好きに」を実践し、織物に
留まらず絵や書、音楽や身体表現にまで拡がりました。すると、スタッフの側にも変化が起こり、彼らの作り出
す作品を「凄い」「可愛い」などと賛美する声が多くなり、「みんな百点百点！」となりました。
　

「アートしよる!!」
　福山六方学園には、多くの作家たちがいます。嬉々として、活き活きと、黙々と、描き、創り、織り続ける姿
や、鼓動に寄り添うように踊る姿、どれも自然な行いとして「アートしよる！！」と呟ける仲間たちやスタッフ
も多くなってきています。
　そんな中から生まれる作品がとても評判となり、2007年には踊る姿を映像化した作品がベネチア・ビエン
ナーレに特別参加したり、（この時、年老いた母親にイタリア旅行をプレゼント）ボーダレス・アートミュージ
アムNO-MAや六本木ヒルズなどでの特別展を始め、県内外の美術展や企画展に多くの作品が招請されています。
中には林原国際芸術祭2008-2010‘希望の星’でグランプリを頂きパリのルーブル美術館に招待を受ける人や
ニューヨークの画廊と契約して販売する人などが次々と現れています。2010年３月から９月までパリ市立アル・
サン・ピエール美術館で開かれるアール・ブリュット　ジャポネ展に全国20都道府県の作家65人の作品が選ばれ、
福山六方学園からは２人の作家が選ばれパリまで出かけることになりました。

「アートセンターきらり」の創設
　専門的な美術教育を受けていない作家の作品をアウトサイダーアートとかアール・
ブリュットなどと呼び、障害のある人たちの作品が高い評価を受け、多くの芸術家に
驚きと新たな刺激を与え始めています。福山六方学園では1992年からふくやま美術
館で開催されている“とっておきの芸術祭inふくやま”陽と風と…展への出展や自主
企画「はじめまし展」（ふくやま書道美術館）を開催しながら「FUKUROKU ART」
と名づけた作品の紹介を続けてきました。在宅の人の中にも「誰にも気付いてもらえ
ない」作家が沢山いることが分かりました。そこで、一人ひとりの作家を大切にした
いと、2008年、アート活動に特化した生活介護事業所「アートセンターきらり」を
福山市内に創設し、障害のある人たちのアート活動への路作りに歩み始めたところで
す。

問合せ先
広島県社会福祉協議会　福祉部　団体振興課
☎082－254－3416

障害のある人たちのアート活動への路

理事長　深川　栗松　　福山市水呑町187

社会福祉法人創樹会 福山六方学園

社会福祉施設

から発信!



16福祉ひろしま

　本会では、一昨年10月に福祉サービス

第三者評価の評価機関として認証を受けま

した。昨夏から受審申し込みが増え始め、

昨年末までに７件の評価を行いました。

　評価機関には、一定の要件に該当する場

合は、評価結果を審議するための委員会を

置くことが求められています。本会は、そ

の要件に当てはまるとともに評価結果の一

層の中立性・透明性を担保するために「結

果認証委員会」を置いています。委員会は、

学識経験者、医療・福祉・介護関係者、サー

ビス評価経験者、評価調査者の代表で構成

し、評価調査者が行った個々の調査について口頭と書面による報告を聞き、報告書の内容について

検討します（委員長：山本明芳みつぎの苑所長）。

　この委員会は、評価調査者の訓練を行うという性格も持っています。評価調査者ができる限り同

じ目線で評価を行い、評価機関としての水準を保つためには、事業に対する理解、評価調査者とし

ての姿勢、訪問調査における見学やヒアリングのポイントを確認するなどの機会が必要です。本会

の評価調査者は、医療・保健・福祉とそれぞれの専門分野と経験が異なっていることもあり、評価

事業に対する共通理解を基盤として評価調査者の個性を発揮できるよう、評価業務について振り返

る機会を提供しています。

　昨年11月に開催した委員会では、報

告書を読んだ委員から「口頭報告で事業

所が感染症対策に努力したことはよく理

解できたが、報告書にはもっと正確かつ

適切な表現を」という助言や、訪問した

評価調査者から「報告書を意識してヒア

リングする必要があることが分かった」

「評価項目が多くて、一問一問を深めら

れなかった」などの感想や課題が述べら

れました。

　助言を受けた報告書（案）は、評価調

査者が修正を行い、委員長が再度確認して事業所に提示されます。評価調査者の抱える課題は、委

員からの助言や出席した他の評価調査者との情報交換などで解消されます。

　日ごろ顔を合わせる機会が少ない評価調査者にとっては、委員会で受ける助言や仲間である評価

調査者の経験談は大きな指針になっています。

評価機関の仕事、お見せします　― 結果認証委員会 ―

福祉サービス第三者評価に関する申込み・問合せ先
広島県社会福祉協議会　福祉サービス支援センター　福祉サービス評価調査室
☎082−254−3460（直）　FAX 082−250−5155

福祉サービス第三者評価

11 月委員会。報告を聞き、報告書を検討します。

訪問調査では、掲示物もしっかり見ていきます。
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　前回に引き続き、「管理運営編」の評価項目を紹介します。

　今回紹介するのは、「管理運営編」の３

つめの柱、サービス提供体制です。

　例えば、３（１）の「利用者本位のサー

ビス」では、利用者を尊重する姿勢を問う

ものとして、プライバシー保護、利用者満

足度の把握、意見を述べやすい体制の確保

について問う設問が設けられています。

　また、３（3）の「サービスの開始・継

続」では、サービス選択に必要な情報提供

の実施状況、適切な契約手続き、サービス

の継続性に配慮した対応についての設問

があります。このように「管理運営編」は、

法人または事業所が日々提供するサービ

スの基盤となる理念、方針、体制、さまざ

まな計画を中心に構成されています。これ

らは、各分野に共通する評価基準として策

定されています。一方、具体的なサービス

内容は各分野で異なるため、「サービス編」

として別に策定されています。現在、特養、老健、デイサービス、ホームヘルプサービス、保育所、

障害者（児）の６種類の「サービス編」があります。

　第三者評価では、「事業所運営をマネジメントする仕組みの整備」に重きを置いています。マネ

ジメントとは、数字や達成すべき状態についての目標を達成する努力のことです。事業計画をその

とおりに達成させたり、変化または安定させたりする技術や能力のことをさします。マネジメント

の仕組みは、単一ではなく重層的につくられるべきものです。たとえば、理念・方針をもとにし

て５年後、10年後の事業所到達度を示す『中期・長期計画』の作成と確立、事業所の『運営基準』

となる各種マニュアル・手順書の作成と周知、実施・運営の内容を正しく伝える『記録』などがこ

れに相当します。

　したがって、訪問調査を行う評価調査者には、事業所全体をシステムとして把握できることが、

資質の一つとして求められます。

第三者評価の基準ってどんなもの？
― 評価基準の構成③ ―

福祉サービス第三者評価事業の推進に関する問合せ先
広島県福祉サービス第三者評価推進委員会
☎082−254−3437（直）　FAX 082−250−5155

評価基準(管理運営編)の主な内容
（マル数字は、設問数）

1.福祉サービスの基本方針と組織　⑥
（１）理念・基本方針
（２）計画の策定
（３）管理者（施設長）のリーダーシップ

2.組織（法人または事業所）の運営管理　⑫
（１）経営状況の把握
（２）人材の確保・養成
（３）安全管理
（４）設備環境
（５）地域との交流と連携
（６）事業の経営・運営

3.適切な福祉サービスの実施　⑭
（１）利用者本位の福祉サービス
（２）サービス・支援内容の質の確保
（３）サービスの開始・継続

福祉サービス
第三者評価
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※「福祉ひろしま」の発行費の一部として共同募金配分金、中国新聞社会事業団助成金を活用させていただいています。
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22

平
成
21
年
度
広
島
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社
会
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祉
協
議
会

「
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」
運
営
委
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会

広
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社
会
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祉
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館
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0
9
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平
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年
度
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場
内
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修
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会
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協
議
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部
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員
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会
福
祉

会
館
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平
成
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度
第
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回
正
副
会
長
会
議

広
島
県
社
会
福
祉

会
館

25 

第
1
7
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理
事
会

広
島
県
社
会
福
祉

会
館

26

第
1
6
7
回
評
議
員
会

広
島
県
社
会
福
祉

会
館

1
月
〜

3
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講
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ボ
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ン
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定

20
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9
（
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21
）
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度
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祉
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ー
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26
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26
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27
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9
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平
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21
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年
度
認
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介
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研
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者
研
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工
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所

28
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シ
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講
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島
県
社
会
福
祉

会
館

2

2
0
0
9
（
平
成
21
）
年
度
ス
ー
パ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
研
修

広
島
県
社
会
福
祉

会
館

4

平
成
21
年
度
社
協
法
人
運
営
セ
ミ
ナ
ー

広
島
県
社
会
福
祉

会
館

４

「
ひ
ろ
し
ま
社
協
活
動
推
進
会
議
」
会
長
・

管
理
職
・
総
務
経
理
担
当
部
会

広
島
県
社
会
福
祉

会
館

4
〜
5

2
0
0
9
（
平
成
21
）
年
度
社
会
福
祉
施

設
等
従
事
予
定
者
（
採
用
者
内
定
）
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修
福
山
商
工
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議
所

5

2
0
0
9（
平
成
21
）年
度
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
研
修

広
島
市
南
区
役
所

別
館

9

手
話
べ
り
の
日

広
島
県
聴
覚
障
害

者
セ
ン
タ
ー

9
〜
10
2
0
0
9
（
平
成
21
）
年
度
認
知
症
対
応
型

サ
ー
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ス
事
業
管
理
者
研
修
（
第
3
回
）

広
島
県
社
会
福
祉

会
館

16

平
成
21
年
度
広
島
県
社
会
福
祉
会
館
管
理
運

営
委
員
会

広
島
県
社
会
福
祉

会
館

16
〜
17

2
0
0
9
（
平
成
21
）
年
度
社
会
福
祉
施

設
等
従
事
予
定
者
（
採
用
者
内
定
）
研
修
広
島
県
社
会
福
祉

会
館

17

広
島
県
福
祉
教
育
推
進
セ
ミ
ナ
ー

中
国
新
聞
ビ
ル

1
月
行
事
予
定

3
月
行
事
予
定

2
月
行
事
予
定

●
福

祉
ひ

ろ
し

ま
N

o.67　
2010年

1月
　

●
発

行
所

／
社

会
福

祉
法

人
   広

島
県

社
会

福
祉

協
議

会
　

〒
732-0816 広

島
市

南
区

比
治

山
本

町
12-2 広

島
県

社
会

福
祉

会
館

内
 TEL082-254-3411 FAX082-252-2133

●
発

行
人

／
渡

辺
　

邦
男

　
●

U
RL  http://w

w
w

.hiroshim
a-fukushi.net/

福
祉
ひ
ろ
し
ま

※「福祉ひろしま」の発行費の一部として共同募金配分金、中国新聞社会事業団助成金を活用させていただいています。

18福祉ひろしま

　

平
成
21
年
10
月
か
ら
12
月
ま
で
の
間
に
本
会
へ
貴

重
な
浄
財
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
紙
面
を
も
っ

て
お
礼
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
中
国
支
社

　

三
次
工
事
事
務
所　

岡
崎　

敏
夫　

様

山
元
加
津
子
さ
ん
広
島
講
演
会
実
行
委
員
会　

様

T
D
Y
リ
フ
ォ
ー
ム
チ
ー
ム
広
島　

様

明
治
安
田
生
命 

労
働
組
合 

広
島
支
部　

様

植
本　

キ
ミ
ヱ　

様

郷
心
会
連
合
会　

様

上
野　

孝
子　

様

西
崎　

洋
子　

様

平
野　

俊
朗　

様

社
団
法
人
全
国
個
人
タ
ク
シ
ー
協
会
中
国
支
部

　

広
島
県
個
人
タ
ク
シ
ー
協
会　

様

広
島
エ
ア
ポ
ー
ト
ホ
テ
ル　

様

（
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｒ
Ｉ
ラ
ン
チ
の
売
上
金
の
一
部
を

頂
い
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く
は
広
島
エ
ア
ポ
ー
ト

ホ
テ
ル
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

県
社
協
へ
の
寄
付




